
科目ナンバー    

科目名   危機管理学研究演習Ⅰ  

担当教員   工藤　聡一  

対象学年   1年,2年   開講学期   前期  

曜日・時限   時間外  

講義室     単位区分   必  

授業形態   演習   単位数   1 

科目大分類 ―  

科目中分類 修士  

科目小分類 統合・演習  

科目の位置付け（開発能力）

DP2(学識・専門技能)：40％
  災害,テロ,国際紛争等,複雑化した現代の様々な危機を分析し解決するための,法学,政治学,国際関係学等の社会科学の知見を統合した
応用的な知識と技能

DP3(思考力・判断力・表現力)：60％
  客観的な情報やデータをもとに論理的に考察し説得的に表現する力
 

教員の実務経験 なし。  

成績ターゲット区分  

科目概要・キーワード

  危機管理学とその基礎となる法学に関する研究活動を実践するために,必要な社会科学的研究手法を学び,学生が自らテーマを設定し,
論文を執筆し,成果を発表するための指導を行う。本演習では,危機管理学,法学に関する研究手法の修得,テーマの探求,先行研究の評価,
資料の収集とテキスト分析を含む基礎的研究プロセスを扱う。これらの研究プロセスを通じて,学識・専門技能に加え,判断力・思考
力・表現力,更には主体性・計画性・協働性等の汎用的能力を開発することを目的とする。

キーワード：危機管理学、法学、研究手法、研究テーマ、テキスト分析

  授業は演習形式により行います。なお、対応するコンピテンスに基づく効果的な授業方法として、又は各授業を補完・代替するため
にオンライン授業を一部取り入れる場合があります。  

授業の趣旨

■副題  
  国際航空法の研究
■授業の目的
  危機管理に関する研究テーマの探求、研究手法の修得、研究成果の発表の各過程を通じて、学識・専門技能（DP2）に加え、思考
力・判断力・表現力(DP3)をの各汎用的能力を開発することを目的とします。
■授業のポイント
  本演習では，学生による自主的な研究活動を通じて，国際航空法の基本問題を総合的に理解することとします。文献の検索、整理や
分析からはじめて、研究を進め、その成果をプレゼンテーション、ディベートによって表現することまでを行います。  

総合到達目標

■旺盛な関心をもって法学及び危機管理学に関する問題を論理的・批判的に考究することができる。
・国際航空法の諸問題を、航空の実態と関連付けつつ、考察対象として認識することができる（第１回～１５回）。
・国際航空法の諸問題を、自己の経験や目標と関連付け、学修意欲につなげることができる（第１回～１５回）。
■ときに他者と協調しながら問題を科学的な手法によって分析することができる。
・国際航空法の重要問題を特定し、それに対する結論を合理的に導くために、論拠の収集と分析を体系的に行うことができる（第１回
～１５回）。
・国際航空法の重要問題の分析を、他者との協調により多角的、批判的に行うことができる（第１回～１５回）。
■問題を論理的に解釈して知見を見出すとともに、その成果を適切に表現することができる。
・国際航空法に関する資料について、用語の意義や文脈を適切に把握しつつ、活用可能な知識として取り込むことができる（第１回～
１５回）。
・国際航空法の諸問題について、十分な根拠をもって、必要な推論を展開することができる（第１回～１５回）。
・国際航空法の諸問題について、目的、構成、内容に配慮しつつ、分野固有の規律に従って、口頭又は文章によるコミュニケーション
を適切にとることができる（第１回～１５回）。  

成績評価方法

■授業参加度（１５回）80％ ＤＰ２；ＤＰ３
  （評価の観点）学究的な姿勢を評価します。
  （フィードバックの方法）演習中、必要に応じてコメントします。
■実技・パフォーマンス（１回）20％ ＤＰ２；ＤＰ３
  （評価の観点）学術研究としての水準、プレゼンテーションの技術、研究資料の完成度を評価します。
  （フィードバックの方法）プレゼンテーションに引き続き、講評を行います。                        

履修条件   特にありません。  

履修上の注意点  

授業内容 回 内容

1 ①授業テーマ
　ガイダンス，航空と航空法の基礎概念
②授業概要

タイトル「2024年度大学院危機管理学研究科(公開用)」、フォルダ「大学院危機管理学研究科」
シラバスの詳細は以下となります。



　授業目的及び半年間１５回の授業の流れを理解する。航空機と航空施設の意義、航空法の意義と分類について考察する。
③予習（120分）
　テキスト『新航空法講義』を通読し、「国際航空法」に含まれる公法上、私法上の問題を概観する。
④復習（120分）
　テキスト全体を俯瞰する。

2

①授業テーマ
　航空運送事業と空港経営の法規整
②授業概要
　航空旅客運送、航空貨物運送の各事業、さらには空港の整備と運用の現状を確認する。
③予習（120分）
　国土交通省航空局『数字でみる航空（年度版）』，日本観光振興協会『数字でみる観光（年度版）』等で，航空ビジネスの
現状を概観する。
④復習（120分）
　ＬＣＣとＦＳＣとの違いについて整理する。

3

①授業テーマ
　国際航空の史的展開
②授業概要
　第一次大戦前、対戦間、第二次大戦後における国際航空法の発達、さらには、第二次大戦後の日本の航空法の展開を確認す
る。
③予習（120分）
　テキスト第１章を通読する。
④復習（120分）
　「領空主権」が国際法上どのように確立され，どのように運用されてきたか，確認する。

4

①授業テーマ
　空域，国際民間航空と国際法
②授業概要
　シカゴ条約体制の意義、空域の国際法的地位、国際民間航空機関の機能について確認する。
③予習（120分）
　テキスト第２章を通読する。
④復習（120分）
　1944年シカゴ国際民間航空会議の意義を整理する。

5

①授業テーマ
　航空権益の交換と国際法・経済法
②授業概要
　多国間及び二国間航空協定による運輸権等航空権益の交換の仕組みを理解し、オープンスカイ時代の国際航空を制度面から
把握する。
③予習（120分）
　テキスト第４章を精読する。
④復習（120分）
　アメリカのオープンスカイ政策において用いられる独占禁止法の適用除外の制度を調査する。

6

①授業テーマ
　航空セーフティと行政法
②授業概要
　シカゴ条約を国内法化した日本の「航空法」の内容を確認する。
③予習（120分）
　http://www.e-gov.go.jp/ 等で，「航空法（昭和27年法律第231号）」の構成を確認する。　　
④復習（120分）
　テキスト第３章を精読する。

7

①授業テーマ
　耐空性改善通報と航空機事故調査制度
②授業概要
　アクシデント、インシデントと原因究明の必要性、耐空性改善通報による未然防止、事故調査報告書による再発防止の制度
を理解する。
③予習（120分）
　http://www.mlit.go.jp/jtsb/ 等で、運輸安全委員会の趣旨を調査する。
④復習（120分）
　https://www.ntsb.gov/Pages/default.aspx 等で、NTSBと運輸安全委員会との異同を確認する。

8

①授業テーマ
　航空セキュリティと国際法
②授業概要
　航空犯罪と航空テロの歴史，その抑止のための航空犯罪条約の変遷を確認する。
③予習（120分）
　テキスト第４章を通読する。
④復習（120分）
　2001年アメリカ同時多発テロが航空犯罪条約に与えた影響を検討する。

9

①授業テーマ
　航空セキュリティと刑事法
②授業概要
　航空犯罪条約の国内法化、航空機事故に関する刑事過失責任の論点を考察する。
③予習（120分）
　「国内航空判例および判例評釈一覧」http://repo.komazawa-u.ac.jp/opac/repository/all/17472/kh009-08.pdf 等
で、機長・副操縦士又は管制官の刑事過失責任が問われた事案を入手する。
④復習（120分）
　ボディスキャナな行動監視など、現代の航空テロ対策における人権侵害可能性について検討する。

10 ①授業テーマ
　航空旅客運送と商事法
②授業概要
　ワルソー条約体制の意義、ワルソー条約の近代化の経過とモントリオール条約の成立過程を研究し，航空運送人の旅客に対
する責任のメカニズムを理解する。
③予習（120分）



　テキスト第５章を通読する。
④復習（120分）
　https://www.icao.int/secretariat/legal/lists/current%20lists%20of%20parties/allitems.aspx で，モントリオール条
約その他航空運送条約の締約国を調査する。

11

①授業テーマ
　航空貨物運送と商事法
②授業概要
　グァダラハラ条約、モントリオール第四議定書の各意義、及びモントリオール条約における貨物責任のメカニズムを理解す
る。
③予習（120分）
　https://ci.nii.ac.jp/ 等で必要な文献を検索し、現物を入手する。
④復習（120分）
　航空旅客責任と貨物責任とにおける責任限度額の取扱いの違いを整理する。

12

①授業テーマ
　航空運送事故と民事責任
②授業概要
　ローマ条約の成立経緯、ローマ条約の近代化の歩みと、2001年アメリカ同時多発テロ後の議論の深化を跡付ける。
③予習（120分）
　テキスト第６章を通読するとともに、http://www.jus.uio.no/english/services/library/treaties/07/7-
01/icao_damage_unlawful.xml 等で、2009年モントリオール条約（テロリスク条約）の概要を確認する。
④復習（120分）
　2010年北京条約 https://www.icao.int/secretariat/legal/Docs/beijing_convention_multi.pdf と、2009年のモントリ
オール条約とがどのような補完関係にあるのか検討する。

13

①授業テーマ
　航空機製造と航空機金融の法規整
②授業概要
　航空機製造事業に対する行政的監督、航空機上の権利に関する国際条約など、航空機の製造と資金調達に関する主要な制度
を確認する。
③予習（120分）
　航空会社が航空機を取得する場合に選択できるファイナンス手法にどのようなものがあるか考える。
④復習（120分）
　テキスト第７章を精読する。

14

①授業テーマ
　無人航空機の法規整、航空法ディベート
②授業概要
　無人航空機システム（ＵＡＳ）に関する行政的監督、責任関係を把握する。
　第２回～第１３回の授業内容を前提に、航空法の主要問題についてディベートを行います。発表に引き続いて、講評を行い
ます。
③予習（120分）
　無人航空機、いわゆるドローンが飛ぶ場合の規制を調べる。その際、「セーフティ」「セキュリティ」「プライバシー」の
３点を考慮する。
④復習（120分）
　国際民間航空機関は国際的に運航される無人航空機である Remoted Piloted Aircrafts (RPA) についてどのような議論を行
っているか、https://www.icao.int/safety/UA/Pages/default.aspx 等で調査する。

15

①授業テーマ
　宇宙法と航空法との境界
②授業概要
　宇宙開発の歴史と宇宙関連条約の展開、国内宇宙法、宇宙の商業化、弾道宇宙飛行等、宇宙法に関する諸問題を検討するこ
とを通じて、航空法の特徴を確認する。
③予習（120分）
　http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_10314933_po_20170360.pdf?contentNo=1 を通読する。
④復習（120分）
　宇宙機と航空機の運航責任関係における制度的な相違点を整理する。

関連科目   演習科目として「危機管理学研究演習Ⅲ」及び「危機管理学研究演習Ⅳ」と、講義科目として「ロジスティクス法特講」と関連しま
す。  

教科書   藤田勝利編『新航空法講義』（信山社，2007年）  

参考書・参考ＵＲＬ

（マギル大学航空宇宙法研究センターＨＰ）https://www.mcgill.ca/iasl/centre/research
（国際民間航空機関ＨＰ・セキュリティ）https://www.icao.int/Security/Pages/default.aspx
（国際航空運送協会ＨＰ・セキュリティ）http://www.iata.org/whatwedo/security/Pages/index.aspx
その他、授業に指示します。  

連絡先・オフィスアワー

■連絡先
  開講時に指示します。
■オフィスアワー
  木曜昼休み。それ以外の時間については、メール等でアポイントメントをとって来室ください。  

研究比率

■危機管理領域との対応
  災害マネジメント25％；パブリックセキュリティ25％；グローバルセキュリティ25％；情報セキュリティ25％
■危機管理と法学とのバランス
  危機管理50％；法学50％  
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